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既存のソフトウェアを,その構成や用途に応じて分類することは,ソフトウェア利用する際はもちろん,ソフ
トウェアを再利用して新たな開発を行う際に有用である. 近年では,多岐にわたって多くのソフトウェアが
開発されているが,これらは人手によって分類されている.しかし,手動によってソフトウェアの分類を行う
には分類対象となるソフトウェアに対する深い知識が必要であり,ソフトウェアの増加に伴い,分類は困難
なものとなってきている.そこで,本研究ではソースコードのみを入力とする分類手法の提案を行う.提案し
た分類手法により分類対象となるソフトウェアに対して深い知識がなくとも自動的に分類することが可能
となる. また,実際に提案する手法を実現するシステムを構築し実際に分類を行った. その結果,提案手法に
より前提知識がなくともさまざまな観点からの分類が可能なことを確認した.
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It is useful to categorize software according to a structure or a usage. Categorization helps finding software for
using software and reusing software for new developed software. Recently, many software are developed. But
their categorization is not automated. Categorization has become more difficult as increasing target software. It
is because categorization needs deep knowledge about whole target software. We had proposed a method for
automated software categorization. It requires only source codes of software. Our method proposed here allows
categorizing software without deep knowledge. We have implemented a software categorization system and using
this system, performed experimentation. As the result, we verified that our method can categorize software in some
viewpoint.
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1 はじめに
近年, オープンソース開発の普及に従って多数

のソフトウェアプロダクトを保持するソフトウェ
アリポジトリが広く利用されるようになっている.
例えば, 代表的なソフトウェアリポジトリである
SourceForge[10]は 2003年 2月現在 55,000以上も
のプロジェクトを保持しており,開発者として登録
されているユーザ数は 55万を越える.

一般的にこれらのサービスではソフトウェアが
いわゆるディレクトリ構造で分類されている.ディ
レクトリ構造による分類では, サービス管理者が
ディレクトリ構造をあらかじめ定義しておき,その
ディレクトリ構造に沿った形で各種ソフトウェア
が分類される.

しかし,実際にソフトウェアを分類する観点はさ
まざまな視点が考えられる.たとえば,多くのソフ
トウェアリポジトリではソフトウェアが提供する
機能 (ワードプロセサ,表計算など)を用いて分類
が行われているが,ソフトウェアが利用しているラ
イブラリや,前提となる動作環境などといった視点
もまた分類基準として考えられる.このように様々
な観点を同時に満たすディレクトリ構造の作成に
は多様なライブラリに対する深い知識が必要であ
り,非常に困難である. また,作成できたとしても
ライブラリやアーキテクチャは次々と新しいもの
に置き換えられるため,そのつどディレクトリ構造
を更新しなくてはならない. このため,有用なディ
レクトリ構造を維持するためには多大な労力が必
要である.

そこで,本研究では,自然言語で記述された文書
を分類するための手法である LSA(Latent Semantic
Alasysis)[6]を応用して,ソースコードから機械的
にソフトウェアを分類する手法の提案を行う. 本
手法は,事前にカテゴリなどの前提知識を用いると
なく,ソースコードのみを用いて分類を行えるとい
う特徴がある.

また,提案手法を実現するシステムの実装を行っ
た.そしてこのシステムを用いて分類を行い,その
有用性を確かめた.

2 ソフトウェア分類
ソフトウェアは単一の部分のみで成りたってい

るわけではなく,様々な側面を内包している.例え
ば, Windows上で動作するエディタを考える.この
エディタにはエディタとしての機能を持つ部分だ
けではなく, GUIを実装している部分,ヘルプ機能
を実装している部分など, 様々な機能が含まれて
いる.

このように,ソフトウェアは複数の面を持ってお

りそのような存在を単一の観点から排他的に分類
しても,必ずしも有効な分類結果とは言えない.そ
こで,例えば「Windows上で動作するエディタ」を
「Windowsアプリケーション」,「エディタ」とい
う二つのカテゴリに属するものとして分類するよ
うに,非排他的に分類するほうがより現実に沿った
分類であると考えられる.

これまでに,ソフトウェアの分類ではなく,ある単
一のソフトウェアを何らかの機能的単位へ分割する
研究が主に行われている. このような研究として,
LSA を用いた手法 [8] のほかに, Self-Organizing-
Mapを利用する手法 [3],ファイル構成やファイル
名に基づく分類 [1], コールグラフなどプログラム
の構造を使って分割を行う手法 [7, 4, 9]が提案さ
れている.これらの研究では,各ソフトウェアの関
数やファイルがそれぞれ単一の機能を提供してい
ることを前提とした分類が行われている. しかし,
ソフトウェアは多くの機能や側面を持つため,これ
らの分類方法はソフトウェアのある側面しかとら
えることができない.

3 提案手法
われわれの提案するソフトウェア分類手法では

ソフトウェアが持つそれぞれの側面を抽出するた
めに,プログラムに含まれる変数名や,関数名など
の識別子に着目する.これら識別子は,それらが使
われている文脈での動作を表しているものと考え
る.例えば windowという識別子は何らかのウィン
ドウを表しており,この識別子が使われているプロ
グラム文の近傍ではなんらかの GUIに関する動作
が行われている可能性が高い.

このように識別子はプログラムの機能の一部を
表していると考えられる.そこで,多量の識別子の
中から関連の高い識別子群を抜きだせば,それらが
一つのカテゴリを表していることが予想される.

関連の高い識別子群を特定するために,本手法で
は自然言語の分野で利用されている潜在的意味解
析手法 Latent Semantic Analysisを応用する. LSA
は純粋に統計学的手法であるにも関わらず,直接関
連した単語がなくとも,類似した単語を抽出するこ
とを可能にする強力な手法である. LSAについて
の詳細は付録 A を参照のこと.

3.1 概要

本手法の概要を図 1に示す.

本手法の入力,および出力は以下のとおりである.

入力: 分類対象のソフトウェア s1, s2, . . . , sm の
ソースコード

出力: ソフトウェアのクラスタ集合 Cs = {csi |
csi 6= S}, および各 csi に対応するタイトル文
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図 1:ソフトウェア分類手法
字列 Title(csi)
本手法では,まず各ソフトウェアからトークンの

抽出を行い, 共起行列を作成する. (共起行列につ
いては付録 A.1参照)次に,分析に不要なトークン
を取りのぞき, LSAを適用する.その結果を用いて
識別子間の類似度を計測し,その類似度に基づいて
クラスタ分析を行う. その結果得られたクラスタ
一つ一つをカテゴリとして,ソフトウェアの分類を
行う.
以下,それぞれのステップについて,その詳細を

述べる.

3.2 トークン抽出

トークンとは,分類対象の文書に含まれる単語の
ことである. 通常の LSA においては,文書に含ま
れる単語を全て利用するが, LSAをプログラムに
適用するにあたり,単語として何を使うか,いくつ
か選択肢が存在する.
•識別子
•関数名,もしくはメソッド名
•変数名
•型名,定数名などその他の識別子

•予約語や演算子
•コメントに含まれる単語
予約語や演算子は,ソフトウェアのドメインに依

存せず均一に出現することが予想され,ソフトウェ
アの分類とは無縁と考えられる.また,コメントは
ソフトウェアによって量や品質が大幅に異なる.し
かし,識別子はソースファイル中に豊富に含まれて
おり LSA の入力として十分な量が得られること
と,ソフトウェアの内容をよく表していることが期
待できる.したがって,本手法では識別子をトーク
ンとして用いる.
以下,各 siについて,それぞれのソフトウェアに

含まれるトークンの集合を T (si)とする.また,トー

クン tj ⊂ T (si)が出現した回数を count(si, tj)と
する.

3.3 共起行列の作成

ソフトウェア × トークンの共起行列 A を作成
する. (共起行列については付録 A 参照)まず,各ソ
フトウェアに含まれるトークン全体の集合

T =
m⋃

i=1

T (si)

を求める.そして次式によって定義されるm×n

行列 Aを作成する. (ただしm = |S|, n = |T |)

A = [aij ]
(

aij =
{

count(si, tj) if tj ⊂ T (si)
0 others

)

3.4 孤立トークン,普遍的トークンの削除

トークンのうち, ある単一のソフトウェアにの
み存在するトークン,および |S|/2個以上のソフト
ウェアに存在するトークンを取りのぞく. LSAにお
いては単一のソフトウェアにしか含まれないトー
クンは全く無意味であり,逆に多数のソフトウェア
に含まれるトークンは分析結果に影響がないと考
えられるからである.

3.5 LSA

共起行列Aに対して LSAを適用する.まず, LSA
を行う前段階として単語頻度と文書頻度に基づい
て変換を行う.詳細は付録 A.2を参照のこと.
次に共起行列 Aに対して特異値分解を行い,行
列 U, S, V を得る.そして各行列の次元を rに落と
した後に再び掛け合わせて Âを得る.

3.6 トークン間の類似度計測,クラスタ分析

LSAの結果得られた行列 Âから単語ベクトルを
抽出し,それらの類似度からクラスタ分析を行う.
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単語ベクトルの定義,および類似度の算出方法につ
いては,付録 A.1参照.
クラスタ分析とは,複数個の個体を,それら個体

間の類似度に基づいていくつかのクラスタに分類
する分析手法である.クラスタ分析にはいくつかの
分析方法があるが,ここでは全てが独立したクラス
タという状態から始めて,もっとも類似度の高いク
ラスタから順次結合していく方式を採用する. こ
の手法は以下のアルゴリムで表される.
(1)初期状態 C = {cj | 1 ≤ j ≤ |T |}, cj = {tj}
(2) ∀i∀j similarity(cp, cq) ≥ similarity(ci, cj)なる

p, qを探索
(3) cp = cp ∪ cq, C から cp を取りのぞく
(4)これを |C| = 1 となる, もしくは終了条件
∀i∀j s ≥ similarity(ci, cj), (s は与えられた閾
値)を満たすまで繰りかえす.
なお, similarity(ci, cj)の定義方法も複数の方法

が存在する.本手法では最長距離,すなわちクラス
タ ci とクラスタ cj に属する要素をそれぞれ一つ
ずつ取りだしたときの要素間の距離のうち,最大の
ものをそのクラスタの距離とする.

similarity(ci, cj) = cos(tp, tq) |
∀i∀j cos(tp, tq) ≤ cos(ti, tj), tp ∈ ci, ti ∈
ci, tq ∈ cj , tj ∈ cj

この段階ではトークン数が多すぎて一度にクラ
スタ分析することが困難である.また,トークンの
中には,いくつかのトークンと高い類似度を持って
明確なクラスタを構成する分類に有用なトークン
もあれば,逆にどのトークンともそれほど高い類似
度を持たず,明確な分類の妨げとなるトークンも数
多く存在する.このようなトークンを含んだまま分
類を押し進めても分析結果に悪影響を及ぼす. そ
こで,二段階に分けてクラスタ分析を行うことにす
る.一度目のクラスタ分析において,明確なクラス
タを形成するトークンを抽出し,二度目のクラスタ
分析で,トークンのクラスタを算出する.
トークン集合 Tに対して終了条件の閾値を ps1

として一度目のクラスタ分析した結果得られるク
ラスタ集合 C は次の式で表される.

C = {c1, . . . , cpt1 | ∀i∀jci ∩ cj = ∅, ci ⊂ T}
このクラスタ分析で,一定数 pt 以上のトークン

を持つクラスタに含まれるトークンのみをこの先
の分析に利用する.これを有意トークン集合 T ′ と
呼ぶ. T ′ は以下の式で表される.

T ′ =
⋃

ci | ∀i|ci| > pt

次に有意トークン集合 T ′のみを対象として再び
クラスタ分析を行う.このように,不要なトークン

を排除してからクラスタ分析を行うことによって,
より明示的なクラスタを得ることができる.
有意トークン集合 T ′ に対して終了条件の閾値
を ps2 としてクラスタ分析した結果のクラスタ集
合を C ′ とすると

C ′ = {c′1, . . . , c′pt2
| ∀i∀jc′i ∩ c′j = ∅, c′i ⊂ T ′}

このようにして得られたクラスタ c′i は,それぞ
れソフトウェアに含まれるある種の側面を表して
いるものといえる.

3.7 ソフトウェアクラスタの作成

クラスタを構成するトークンから,そのトークン
を含むソフトウェアの和集合を一つのクラスタと
する. 各 c′i に対応するソフトウェアクラスタ csi

は以下の式によって定義される.

csi = {scs1 , . . . , scsn
| ∀jT (scsj

) ∩ c′i 6= ∅}

3.8 クラスタタイトルの作成

以上の手法により,クラスタリングされたソフト
ウェアの集合 cs1, . . . , csn が得られる. しかし,こ
のソフトウェア集合そのものだけではこのクラス
タにどのようなソフトウェアが集まっているのか
を理解することは極めて困難である.そこで,この
クラスタに入っているソフトウェア群を代表する
文字列,すなわちクラスタタイトル Title(si)の抽
出を行う.
クラスタ内ソフトウェアベクトル全体を表す ~cs

を以下の式のように定義する.

~cs =
|cs|∑

i=1

~scsi

上述のとおり, ソフトウェアベクトル ~s =
(w1, . . . , wn) は, 語彙集合 W 内の単語の頻度を
並べたものである. そこで, ~csから ∀i∀j ~cs(mi) ≥
~cs(j) | mi 6= j なるmi を求め, wmi をこのクラス
タを表すクラスタタイトルとする.

以上の手順でソフトウェアのクラスタ集合 Cs,
および各 cs に対応するタイトル文字列 Title(cs)
を得る.

4 ソフトウェア分類システム
我々は,前節で提案した手法に基づくソフトウェ

ア自動分類システムの試作を行った. 本システム
は以下のプログラム群で構成される.
•トークン切り出しを行うプログラム
•共起行列作成プログラム
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•行列操作を行うプログラム群 (行列の置換,列の
削除,行ベクトル間の類似度計算)

• LSAを行うプログラム
•クラスタリングプログラム
•トークンクラスタからソフトウェアクラスタを
求めるプログラム

•ソフトウェアクラスタからタイトルクラスタを
求めるプログラム

•上記プログラムを呼びだし,分類を行うプログ
ラム
トークン切りだしプログラムは現在のところ C

言語にのみ対応している.しかし,手法そのものに
はプログラム言語とは独立に定められているため,
トークン切りだし部さえ作成すれば, Javaや C++
等といった他の言語に対応することが可能である.

LSA に必要な特異値分解を行う部分には
SVDPACKC[2]を利用した. SVDPACKCは疎行
列を高速かつ効率的に特異値分解するライブラリ
である. 提案手法で作成したプログラムとトーク
ンの行列の場合, その中身はほとんど 0であるた
め, SVDPACKCを用いることにより効率的に演算
を行うことが可能である.

5 実験
本節では提案手法を用いて実際にソフトウェア

の分類を行い,既存の分類と比較して適正な分類が
可能かどうか,利用しているライブラリなど既存の
分類では考慮されていない分類について分類がで
きているかどうかの確認を行った.

5.1 実験方法

実験対象として分類を行うソフトウェアの収集
を行った. SourceForgeから無作為に 5つのカテゴ
リを選出し,そのカテゴリに含まれる C言語のプロ
グラムを実験対象とした.表 1にその一覧を示す.

5.2 結果

提案手法を適用して,分類を行った結果を表 2に
示す.一行が一つのクラスタを表しており,左から,
クラスタタイトル,クラスタに含まれるソフトウェ
ア,クラスタに含まれるトークンの数となっている.
全 40個のクラスタのうち,同一ジャンル内のク

ラスタとなっているのが 18クラスタを占めた.ま
た,既存の分類では同一ではないものの,同一のラ
イブラリを利用している,同一のアーキテクチャを
持っているなどの強い関連を持つクラスタが 8存
在した.特に結び付きの強い上位 20クラスタに限
定すると,同一ジャンル,もしくは関連を持つクラ
スタは 17クラスタに及ぶ.
既存の分類では同一ではないものの,強い関連を

持つクラスタの例としては,第 3クラスタや第 8,

9クラスタが挙げられる. 前者は YACC を利用し
たソフトウェアが,後者には gtkを利用したソフト
ウェアがそれぞれ分類されている.この他にも
第 22クラスタ正規表現ライブラリを利用している
ソフトウェア群

第 25クラスタJNIを実装しているソフトウェア群
第 30クラスタgetopt関数を利用しているソフトウ
ェア群

第 32クラスタPython/Cを実装しているソフトウェ
ア群

第 35クラスタyaccを利用しているソフトウェア群
以上のようなクラスタを得ることができた.
また, 41アプリケーションのうち,いずれのカテ

ゴリにも分類されなかったソフトウェアが 12個存
在した.

5.3 考察

既存の分類と比較した場合,得られたクラスタの
多数は既存の分類に従っているものの,既存の分類
を十分にカバーできているとは言い難い. これは,
どこにも分類されなかったソフトウェアが多いこ
とがその最大の原因と思われる. 本手法ではトー
クンの出現頻度に基づいて,統計的処理を用いてい
るため,トークン数の少ないものが,どこにも分類
されずその他となってしまう傾向が高い.
既存の分類では考慮されていない分類について
は, 本手法を用いることで新たな分類を得られる
ことを確認した. このような分類として, GTKや
yaccなど共通のライブラリを利用したソフトウェ
ア群や, JNIを実装しているソフトウェア群など共
通のアーキテクチャに従った分類がある.特に本手
法は分類を行うにあたって前提知識等の入力は一
切不要であり,今後新しいライブラリなどが現れて
も自動的にこれに追随できることが期待できる.
クラスタタイトルについては, 第 1クラスタを

始め,アプリケーションドメインが同一のものは必
ずしもわかりやすいとは言えないものも存在する.
しかし,例えば第 4,第 6クラスタなどは,「AVI」
や「board, ply」など非常に分かりやすいタイトル
がついている.その他,使用ライブラリが同一のも
のなどは分かりやすいタイトルがつく傾向にある.

6 まとめ
本研究では複数個のソフトウェアシステムから,
複数個の分類を見つけだし自動的に分類する手法
の提案を行った. 本手法を用いることにより対象
ソフトウェアに対する詳細な知識がなくとも自動
的に分類が行えることを示した.
今後の課題としては,パラメータのよりよい決定

方法の模索,より理解しやすりクラスタタイトルの
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カテゴリ ソフトウェア
boardgame Sjeng-10.0, bingo-cards, btechmux-1.4.3, cinag-1.1.4, faile1 4 4, gbatnav-1.0.4, gchch-

1.2.1, icsDrone, libgmonopd-0.3.0, netships-1.3.1, nettoe-1.1.0, nngs-1.1.14, ttt-0.10.0
compilers clisp-2.30, csl-4.3.0, freewrapsrc53, gbdk, gprolog-1.2.3, gsoap2, jcom223, nasm-0.98.35,

pfe-0.32.56, sdcc
database centrallix, emdros-1.1.4, firebird-1.0.0.796, gtmV43001A, leap-1.2.6, mysql-3.23.49,

postgresql-7.2.1
editor gedit-1.120.0, gmas-1.1.0, gnotepad+-1.3.3, molasses-1.1.0, peacock-0.4

videoconversion dv2jpg-1.1, libcu30-1.0, mjpgTools, mpegsplit-1.1.1
xterm R6.3, R6.4

表 1:実験用ソフトウェアの一覧
決定方法の考案,より大規模な実験,そして実行速
度およびスケーラビリティの向上が挙げられる.
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A Latent Semantic Analysis
ここでは,提案手法が利用している LSA,および

LSAが前提としているベクトル空間モデルについ
て,その概要を述べる.

A.1 ベクトル空間モデル

一般に文書に含まれる単語間の関連や類似度を
計算し,統計学的にある種の傾向を見出すだめに,
それぞれの単語を何らかの数学的モデル上に変換
することが必要となる. ベクトル空間モデルでは,
対象となる文書内に含まれる単語とその頻度を元
にして行列を作成し,その行列から単語や文書に対
応するベクトルを定義する.
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分類対象となる文書の集合D = {d1, . . . , dm}と
して, diに含まれる単語の集合をW (di)とする.こ
のとき分類対象全体の語彙WはW =

⋃m
i=1 W (di)

と表わされる.
そして, cij を文書 di に単語 wj ∈ W が出現

した回数として,文書 di に対応する文書ベクトル
~di を ~di = (ci1, ci2, . . . , cin) と定義する. (ただし
|W | = n)
このベクトルを全ての文書について計算すると,

以下のようなm× nの行列 A が得られる.

A =




c11 c12 · · · c1n

c21 c22 · · · c2n

...
...

. ..
...

cm1 cm2 · · · cmn




このようにして得られた行列 A を共起行列と
呼ぶ.
このとき, 行列 A の第 j 列に着目すると, 単語

wj が各文書に含まれている頻度を並べたベクトル
となる.これを単語 wj の単語ベクトル ~wj とする.
ベクトル空間モデルでは,このような方法で文書

と単語のモデル化を行う.さらに,上記で定義した
文書ベクトル ~dや単語ベクトル ~wを用いて文書同
士,もしくは単語同士の類似度を計算することがで
きる. ベクトルからの類似度の計算方法としては,
一般に cos θ の値が用いられる. 角度が 0に近い,
すなわち cos θが 1に近いほど類似度が高く,逆に
-1に近いほど類似度が低い.

A.2 tf, idf

類似度算出を行う際には,共起行列Aの各要素と
して単語の出現頻度そのものを利用するかわりに,
単語頻度 (tf:Terminal Frequency)の正規化を行った
り,ある単語が文書空間全体の内でその単語がどれ
だけ出現したか (df: document frequency)を考慮し
た変換を行うことも一般的に行われる. dfは単語
の普遍性を表わしており, dfが低いほど,その単語
は特徴的であると言える. そのため, dfの逆数,す
なわち idf を tf に掛けた値 tf ∗ idfを共起行列の値
とする.

tf, idf として様々な式が提案されているが, 本
研究では tf として Harman[5], idfとして Sparck
Jones[11]で提案されている式を利用する.

tfij =
log2(aij + 1)
log2(|T (si)|)

idfj = log2

|D|
|D′|+1(ただしD′ = {s|count(s, tj) > 0})

A.3 特異値分解

ベクトル空間モデルにおいて,分類対象の文書や
そこに含まれる単語をベクトルに変換する手法は
すでに述べた.しかし,上述の手法で定義されるベ
クトル空間はかなり疎 (sparse)であり,そのままの
状態では必ずしも適正な類似度が算出できるとは
限らない.
例えば文書間の類似度を計算した場合,それらの

文書に全く同じ単語が含まれていない限り類似度
は 0である. そのため同一の単語はなくとも類似
語を数多く含んだ文書間の類似度が適正なものと
ならない. また,直接の関連はなくとも,間接的に
関連づいている文書もこのベクトル空間モデルで
は適切に扱うことができない.

LSAでは共起行列 Aに対して特異値分解 (Sin-
gular Value Decomposition:SVD)を利用することに
より,この問題の解決を図っている. SVDを行うと
m × n行列 Aを次のような行列 U, S, V という 3
つの行列に一意に分解することができる. (ただし,
l = min(m,n), U : m× l, S : l × l, V : n× l)

A = USV T

こうして特異値分解によって分解された行列に
は,「上位 r個の特異値のみを使って USV T を掛
け合わせた結果は,元の行列 Aの rankr における
最小二乗誤差になる」という性質がある. すなわ
ち, Û : m × r, Ŝ : r × r, V̂ : n × r としたとき,
Â = Û ŜV̂ T は Aの rankr における最小二乗誤差
である.
このように,誤差を最小に保ったまま行列の rank

をあえて削減することによって,より関連の強い単
語ベクトルが同一次元に縮退され,類似した値に近
似されることが期待できる.そのため,従来のベク
トル空間モデルでは適正な類似度が得られなかっ
た,間接的に関連のある単語間についても高い類似
度を得ることができる.
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No. クラスタタイトル ソフトウェア トークン数
1 AOP, emitcode, ICRESULT, IC LEFT, aop, aopGet, ICRIGHT, pic14emitcode,

iCode, etype
compilers/gbdk, compilers/sdcc 8597

2 CASE IGNORE, CASEGROUND STATE, screen, CASEPRINT,
CASE BYP STATE, Widget, TScreen, CASEIGNORE STATE,
CASE PLT VEC, CASEPT POINT

xterm/R6.3, xterm/R6.4 2160

3 YY BREAK, yyvsp, yyval, DATA, yycurrentbuffer, tuple, yycurrentstate,
yy c buf p, yy cp, uint32

compilers/gbdk, database/mysql-3.23.49,
database/postgresql-7.2.1

223

4 AVI, cinfo, OUTLONG, avi t, AVI errno, hdrldata, OUT4CC, nhb, ERREXIT,
str2ulong

videoconversion/dv2jpg-1.1, videoconversion/libcu30-1.0,
videoconversion/mjpgTools

177

5 domainname, msgid1, binding, msgid2, domainbinding, pexp,builtin expect,
transmemlist, codeset, codesetp

boardgame/gbatnav-1.0.4, boardgame/gchch-1.2.1 165

6 board, nummoves, ply, pawnfile, npiece, pawns, moves, whiteto move, moves,
promoted

boardgame/Sjeng-10.0, boardgame/cinag-1.1.4,
boardgame/faile1 4 4

154

7 xdrs, blob, DB, UCHAR, XDR, mutex, keylength, logp, pageno, bdb database/firebird-1.0.0.796, database/mysql-3.23.49 118
8 domainname, N, binding, gchar, GtkWidget, PARAMS, codeset, gpointer,

loadedl10nfile, argz
boardgame/gbatnav-1.0.4, boardgame/gchch-1.2.1,
editor/gnotepad+-1.3.3, editor/peacock-0.4

118

9 GtkWidget, gchar, gpointer, gint, widget, gtkwidget show, N, g free, dialog,
g return if fail

boardgame/gbatnav-1.0.4, editor/gedit-1.120.0, editor/gmas-
1.1.0, editor/gnotepad+-1.3.3, editor/peacock-0.4

104

10 AOP, emitcode, esp, ICRESULT, IC LEFT, obstack, aop, mov, aopGet,
IC RIGHT

compilers/clisp-2.30, compilers/gbdk, compilers/sdcc 100

11 tuple, uint32, plan, int32, lsn, elm, rec, interp, TCLERROR, finfo database/mysql-3.23.49, database/postgresql-7.2.1 79
12 xdrs, blob, DB, UCHAR, XDR, mutex, keylength, logp, pageno, bdb database/firebird-1.0.0.796, database/mysql-3.23.49 73
13 UCHAR, relation, stmt, trigger, yyvsp, yyval, tdata, plan, dbname, USHORT database/firebird-1.0.0.796, database/postgresql-7.2.1 68
14 fout, interp, TCLERROR, typ, YYRULE SETUP, List, DATA, Tcl Interp, id,

YY BREAK
compilers/freewrapsrc53, compilers/gbdk, compilers/gsoap2,
database/postgresql-7.2.1

50

15 GtkWidget, gchar, gpointer, dlg, gint, gfree, gtkwidget show, gtk, GList,
GTK BOX

editor/gedit-1.120.0, editor/gmas-1.1.0, editor/gnotepad+-
1.3.3

46

16 UCHAR, relation, stmt, trigger, yyvsp, yyval, tdata, plan, dbname, USHORT database/firebird-1.0.0.796, database/postgresql-7.2.1 43
17 AOP, emitcode, mfp, ic, uchar, ICRESULT, IC LEFT, aop, aopGet, ICRIGHT compilers/gbdk, compilers/sdcc, database/mysql-3.23.49 36
18 adr, FX, word, stm, ED, xt, REF, prop, term, FP compilers/gprolog-1.2.3, compilers/pfe-0.32.56 35
19 AOP, emitcode, ICRESULT, IC LEFT, aop, aopGet, ICRIGHT, pic14emitcode,

iCode, etype
compilers/gbdk, compilers/sdcc, database/firebird-1.0.0.796 31

20 dyn, FPRINTF, processid, p offset, ctl, rab, que, ioptr, prior, PRINTF database/firebird-1.0.0.796, database/gtmV43001A src linux 29
21 dyn, FPRINTF, processid, p offset, ctl, rab, que, ioptr, prior, PRINTF database/firebird-1.0.0.796, database/gtmV43001A src linux 27
22 regparse, dbp, mech, reginput, flagp, NOTHING, tuple, db,P, regnode boardgame/btechmux-1.4.3, database/leap-1.2.6,

database/mysql-3.23.49
26

23 rectype, argp, rec, fileid, saveerrno, datalen, qp, argpp, int4, dbp database/gtmV43001A src linux, database/mysql-3.23.49 26
24 AOP, emitcode, ICRESULT, IC LEFT, aop, aopGet, ICRIGHT, pic14emitcode,

iCode, etype
compilers/gbdk, compilers/sdcc, videoconversion/mjpgTools 26

25 jobject, JNIEnv, JNICALL, JNIEXPORT, jint, jstring, interp, TCLERROR, objv,
TCL OK

compilers/freewrapsrc53, compilers/jcom223, compilers/pfe-
0.32.56, database/mysql-3.23.49

24

26 entrypoint, USHORT, TEXT, yyvsp, raddr, R, UCHAR, yyval, blob, REQ compilers/clisp-2.30, database/firebird-1.0.0.796 17
27 int32 t, dbp, cinfo, net, unpack, argp, sinfo, cur1, purpose, mysql database/mysql-3.23.49, videoconversion/mjpgTools 17
28 AOP, emitcode, mfp, ic, uchar, ICRESULT, IC LEFT, aop, aopGet, ICRIGHT compilers/gbdk, compilers/sdcc, database/mysql-3.23.49 16
29 USHORT, UCHAR, blob, REQ, NULLPTR, hIcon, SCHAR, interp, wndclass,

bdb
compilers/freewrapsrc53, database/firebird-1.0.0.796 16

30 optind, nextchar, P, optstring, lastnonopt, optionindex, uchar, optarg, pfound,
dbp

boardgame/ttt-0.10.0, compilers/clisp-2.30, database/mysql-
3.23.49

15

31 int4, ctl, tn, rec, semid, blkno, ti, oprtype, saveerrno, AH database/gtmV43001A src linux, database/postgresql-7.2.1 14
32 notify, mech, PyObject, fargs, Node, Name, pset, zone, tprintf, NOTHING boardgame/btechmux-1.4.3, database/postgresql-7.2.1 11
33 interp, notify, dbp, tuple, mech, PyObject, uint32, plan, int32, buff boardgame/btechmux-1.4.3, database/mysql-3.23.49,

database/postgresql-7.2.1
10

34 adr, stm, AOP, emitcode, operands, ASSERT, ICRESULT, pred, lg, REF compilers/gprolog-1.2.3, compilers/sdcc 9
35 yyvsp, yyn, PARAMS, codeset, domainname, msgid1, binding, msgid2, yylsp,

domainbinding
boardgame/gbatnav-1.0.4, boardgame/gchch-1.2.1,
compilers/clisp-2.30

9

36 ERREXIT, picture, poolid, USHORT, getbuffer, outputbuf, cinfo, xxx,
UCHAR, streams

database/firebird-1.0.0.796, videoconversion/mjpgTools 9

37 REF, dyn, USHORT, vec, pathname, clause, STATUS, E, UCHAR, CSB compilers/gprolog-1.2.3, database/firebird-1.0.0.796 8
38 AOP, emitcode, pfile, ic, ICRESULT, IC LEFT, aop, aopGet, ICRIGHT,

pic14 emitcode
compilers/gbdk, compilers/sdcc, database/postgresql-7.2.1 7

39 ic, ply, npiece, score, AOP, pawnfile, uchar, bkingloc, wking loc, emitcode boardgame/Sjeng-10.0, compilers/gbdk 7
40 clause, cinfo, pred, ci, Group, Np, word, X, A, tmp4 compilers/gprolog-1.2.3, database/postgresql-7.2.1, video-

conversion/mjpgTools
6

表 2: 41ソフトウェアの全分類結果
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